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研究成果の概要（和文）：火山ガラスの化学組成は火山によって異なり、同じ火山でも噴火のイベントごとに差
がある。土器の胎土中に含まれている火山ガラスの化学組成が分かれば、粘土の採取場所（＝火山灰の降下範
囲）と製作年代の上限（火山灰の噴出時期）が特定できる。本研究はこの原理を利用して、新たに胎土中に含ま
れる火山ガラスを用いた研究の開発に取り組み、この分析法がこれまで試みられてきた様々な胎土分析法とは異
次元の画期的な手法であることを実証した。

研究成果の概要（英文）：The chemical composition of the volcanic glass varies according to a 
volcano.  In addition, there is a difference in chemical composition of the volcanic glass at every 
eruption in the same volcano.We can identify a collection place of the clay and the upper limit of 
the production time of the pottery if we understand chemical composition of the volcanic glass 
included in the pottery. This study worked on the development of the study using the volcanic glass 
included in the pottery using this principle.

研究分野：考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
遺跡から出土する土器がいつ・どこで作られたかは、土器を中心に設定されている文化圏をはじめ、通婚圏など
の集団関係や社会組織を論じるうえで、根幹にかかわる重要な問題であり、窯跡などの生産痕跡に乏しい先史土
器については胎土分析が有効である。胎土は型式に匹敵しうる土器の重要な属性であり、様々な方向性をもった
研究が期待されるが、胎土分析に基づくこれまでの議論は土器の模倣・移動の分野に集中し、必ずしもその特性
を十分生かし切れてはいなかった。胎土に含まれる火山ガラス分析に着目した本研究は、先史考古学における胎
土分析の有効性を証明するとともに、新たな可能性を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）遺跡から出土する土器がいつ・どこで作られたかは、土器を中心に設定されている文化圏
をはじめ、通婚圏などの集団関係や社会組織を論じる上で、根幹にかかわる重要な問題である。
しかし生産地を特定するうえで「決定打」となる窯跡を持たない縄文土器や弥生土器の場合、生
産地の推定は今のところ胎土分析に拠らざるを得ない。さらに理論上、型式学的操作では同一土
器型式分布圏内での土器の動きを捉えることはできないことから、現状で土器の移動が分かる
のは遠隔地間に限られる。認識できる土器型式分布圏の大きさは、時代により地域により、また
研究者の能力により一様ではないが、同一土器型式分布圏内での土器の移動を認識することは
限りなく困難との理由から、ほとんどの縄文土器研究は無意識のうちにその可能性を排除して
進められてきた。しかし果たして本当に縄文土器は「自給自足」なのか？この命題に対する解答
を得るための方法を検討する中で、土器胎土中に含まれる火山ガラスの化学組成から、土器の製
作地を推定する方法を考え出すに至った。この方法は、従来の胎土分析法とは一線を画する画期
的かつ実証性の高い手法であり、型式学的には認識できない同一型式分布圏内で移動した土器
の特定を実現し、過去の集団関係や社会組織に関する研究を前進させうるものである。これまで
関根が考古学的観点から戦略的に選んだ資料について、柴が胎土中の火山ガラスの化学組成を
分析する過程で、縄文土器のなかでもとりわけ工芸的技術に秀でた東北地方に分布する亀ヶ岡
式土器に関しては、同じ遺跡から出土する同時期の土器でも器種により明らかに素地が使い分
けられていることや、精製土器ほど遠隔地に運ばれていたことが見えてきた。これは縄文時代に
既に一部では土器つくりが専業化していた可能性を示すものとして大変注目される。一方、土器
が作られた年代は、胎土中に含まれる火山ガラスが生成した噴火以降であり、胎土中の火山ガラ
スを指標として土器の製作年代の上限を押さえることができる。この考え方に従えば、同じ地質
環境にある一定のエリア内から出土する土器について、特定の火山ガラスの有無から噴火前に
作られたものと噴火後に作られたものとを区別することも理論上可能である。 
 
（２）研究分担者の柴は、焼成温度が低い縄文土器では被熱の影響が少なく火山ガラスの化学組
成は保存されていると考え、青森県内の鮮新世以降のテフラガラスのデータベース化に併行し
て、縄文前期から晩期までの土器について胎土分析を行い、電子プローブマイクロアナライザー
（EPMA） を用いて火山ガラスの化学組成を決定し、その給源火山を検討してきた（柴 2014）。
代表者の関根は、縄文土器つくりの専業性について検討するには、工芸的技術に秀でた縄文晩期
の東北地方に分布する亀ヶ岡式土器が最適と考え、柴と共同で津軽海峡周辺域から出土した亀
ヶ岡式土器の胎土分析を行い、これまで証明することが難しかった同一土器型式分布圏内での
土器の移動の実態を明らかにすることに成功した。また亀ヶ岡式土器でも精製土器と粗製土器
では粘土の採集場所や混和物の調合など生地作りに明瞭な差がみられることが分かった（関根・
柴・辻 2016）。さらに柴との共同研究の過程で、噴出時期が明確な火山ガラスとして土器の製作
年代の上限を特定できることが分かり、火山ガラスによる土器編年の構築・検証が可能であると
の見通しが得られた。加えて近年は多様な基盤地質データベースが作成・公開され、胎土分析に
援用可能となりつつある。関根や分担者の柴・石田がフィールドとする東北北部・北海道や南九
州・南西諸島には縄文から現在に至るまで噴火を繰り返してきた火山が集中している上、陸地を
隔てる海峡があるため土器の移動や模倣に関するモデル化が行いやすい等、本研究を進める上
で優位な条件が揃っている。 
以上のような背景から、本研究では土器の胎土中に含まれる火山ガラスの化学組成の分析結
果をテフラガラスデータベースと照合することで火山ガラスの由来を明らかにし、判明した土
器の製作地域と製作年代の上限に基づき、遺跡や遺物の解釈に取り組む研究計画を立てた。 
 
２．研究の目的 
（１）胎土に含まれる火山ガラスの供給源を特定することで土器の製作地域を推定し、土器の移
動（搬入・搬出）や模倣の実態を明らかにする。 
 
（２）素地（胎土）の調整や粘土採集地の選択といった土器つくり技術の実態を解明する。 
 
（３） 胎土に含まれる火山ガラスの噴出年代を指標として、型式や層位とは異なる新たな方法
で土器編年を構築・検証する。 
 
３．研究の方法 
（１）第１の目的である「土器の移動と模倣に関する研究」に関しては、火山活動が活発である
ことから多くの火山ガラスを指標として利用でき、かつ海峡によって隔てられていることによ
りヒト・モノ・情報の移動に関する議論が行いやすい、北海道・北東北ならびに南西諸島・南九
州をフィールドに選んだ。具体的には北海道から出土する亀ヶ岡系土器を含む晩期縄文土器、 
東北地方北部から出土する北海道系縄文土器や、南西諸島から出土する縄文土器や弥生土器の
胎土中の火山ガラス分析を行い、海峡を越えた縄文土器や弥生土器の移動や模倣の実態解明に
取り組んだ。 
 
（２）第２の目的である「土器つくり技術に関する研究」に関しては、多様な器種がみられ、精



粗の区別が明確に作り分けられている東北地方北部の晩期縄文土器（亀ヶ岡式土器）を対象とし
て、縄文土器の専業化の可能性を追求した。それと併行して、土器つくり技術のなかで、胎土の
選択と調整方法が時代とともにどのように変化したのかを調べるため、西に多くの噴火歴をも
つ十和田火山を擁し、縄文早期以降古代までの遺跡の発掘調査が多く行われている青森県太平 
洋側の南部地方をフィールドに設定し、早期の縄文土器から平安時代の土師器まで、胎土の時期
的変遷や器種による使い分けの実態解明に取り組んだ。 
 
（３）第３の目的である「土器の編年に関する研究」に関しては、全国でも有数の縄文早期の遺
跡が集中する地域であり、加えて十和田火山に由来する火山灰と土器型式との層位関係が捉え
うる堆積状況に恵まれている青森県太平洋側の南部地域から出土する早期の縄文土器を研究対
象に選び、胎土中の火山ガラスによる土器の編年研究を行った。 
                       
４．研究成果 
（１）第１の目的である「土器の移動と模倣に関する研究」に関しては、北海道内から出土する
亀ヶ岡系土器と在地系土器、沖縄県北谷町内から出土した縄文土器や弥生土器の製作地につい
て検討した。 
 
①北海道内出土の亀ヶ岡式土器については、道央の苫小牧市内の遺跡と道東の釧路市幣舞遺跡
の試料について胎土分析を行った。その結果、苫小牧市柏原 5遺跡の大洞 B2式注口土器、同じ
く柏原 4遺跡の大洞 C1 式精製浅鉢、幣舞遺跡の大洞 A式精製大型壺から津軽地方の尾開山凝灰
岩に由来する火山ガラスが、柏原 4遺跡の大洞 C1式精製浅鉢には八甲田カルデラを給源とする
火砕流堆積物を主とする鶴ヶ坂凝灰岩のガラスが含まれていたことから、本州北部地域から搬
入されたものであることが判った。一方、在地型に分類される土器には、尾開山凝灰岩や八甲田
火砕流堆積物のガラスは認められず、北海道中央部に噴出源を持つ十勝三股火砕流堆積物など
の大規模な火砕流堆積物の遠方相のガラスからなることが確認された（関根・近藤・柴 2018、
関根・柴・近藤 2018）。 
 
②沖縄県北谷町平安山原Ｂ遺跡から出土した亀ヶ岡系土器は、胎土分析により鬼界アカホヤテ
フラ（K-Ah）のガラスが含まれていることが分かり、K-Ah テフラの等層厚線図からテフラの層
厚を求め、九州または中・四国地方で製作されたものであることを突き止めた（柴・関根 2018）。
また、同じく北谷町伊礼原遺跡から出土した縄文中期の船元式の深鉢や、平安山原Ｂ遺跡から出
土した弥生中期の入来式の壺からは姶良丹沢テフラ（AT）に由来する火山ガラスが検出されたこ
とから、南九州で製作されたものが海を越えて沖縄まで搬入されたことが判明した（近藤・関根・
柴・小野 2019）。 
 
（２）第２の目的である「土器つくり技術に関する研究」に関しては、青森県八戸市と三沢市か
ら提供を受けた合計 89 点の土器のプレパラートを作成し、そのうち火山ガラスが確認された縄
文早期中葉の根井沼式から 9世紀前半の土師器まで 69点の土器について、胎土中に含まれる火
山ガラスの化学組成を分析し、縄文時代から平安時代に至る土器の胎土の変遷と器種による胎
土の使い分けを検討した。その結果、縄文晩期中葉を境に、粘土の採集地や採集方法が変化する
ことが明らかとなった（関根・近藤・柴 2020）。 
 
（３）第３の目的である「土器の編年に関する研究」に関しては、青森県八戸市と三沢市内の遺
跡から出土した早期中葉の縄文土器の胎土中に含まれる十和田火山に由来する火山ガラスを調
べることで、火山ガラスを指標とする胎土分析の土器編年への応用について検討した。その結果、
十和田新郷軽石が検出されたことにより、小田内沼Ⅰ群 3 類、吹切沢式、ムシリⅠ式は 11,000
年前以降に製作されたことが確実となった。また、十和田八戸テフラが認められたことから、根
井沼式と寺の沢式についても 15,500 年前以降に製作されたことが確かめられた（関根・近藤・
柴 2019）。         
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